
4343

１．はじめに

　日本学生支援機構（JASSO）が発表した外国人留
学生在籍状況調査結果によると，2018年５月１日時点
での日本におけるベトナム人留学生数は７万2354人
で，前年度の６万1671人と比べて+17.3％（+１万683
人）増加した。そのうちベトナム人留学生は，全留学
生の24.2％を占めており，出身国・地域別留学生数で
前年度と同じく中国に次いで第２位につけている。ベ
トナム人の日本語学習者数は年々増加しているが，ベ
トナム語を母語とする日本語学習者を対象とした研究
は多くはなく，特に日本語発音の習得実態についての
研究がほとんどなされていない状態にあると言える。
　言語形態論の観点から見ると，ベトナム語は日本語
や韓国語と同じように，中国語から来た語彙を豊富に
持つ言語であり，日本語と共通する語彙（漢語）が
多いと言われている（白石，1998）。更に，現代，ベ
トナム語において表記としての漢字が使用されるこ
とはほぼないが，漢語由来の語彙は語彙全体の７割
程度を占めるという（岩月，2005）。一方，ベトナム

語を母語とする日本語学習者を対象とした研究では
L１との音韻類似性の影響がみられることが示された
（e.g. 松見・費・蔡，2012；柳本，2015）。しかし，松
田（2016）では，ベトナムは漢字圏に存在する非漢字
国で，漢語をルーツに持つ言語ではあるものの，漢字
の使用を継続している日本語と，漢字の使用をやめた
ベトナム語は近接性が低いと述べられている。
　音韻的特徴の側面から見ると，ベトナム語は中国
語と同様，声母（音節頭子音）と韻母（介母音+主母
音+音節末子音/母音），および声調からなる音節構造
をもち，多くの音節はそれ自体で形態素となりうる点
でいわゆる「単音節語」的な特徴を有する言語であ
り，音節の持続時間がそれの構成や声調によって異な
る。一方日本語は一つ一つの音節が子音一つと母音一
つで構成されているため，音韻単位は等時性が示され
るモーラはほぼ均等な間隔で発音される特徴を有する
（表１）。このような音節構造の違いはベトナム語を母
語とする日本語学習者にとって習得しにくい項目であ
り，日本語の長音（母音が１モーラ伸びる音節）・短
音（１モーラからなる音節）の聞き分けの問題におい
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て，短音を長音と誤判断する傾向があると指摘されて
いる（Do，2015）。
　ベトナム人の日本語学習者を対象とした日本語の産
出についても「モーラ言語である日本語を習得する場
合，長音か短音かという母音の持続時間を，語の弁別
に有意なものとして習得するのは難しい」という現象
が多く見られる（杉本，2005）。本研究ではベトナム
語を母語とする日本語学習者の日本語の産出における
長音化現象の実態を明らかにし，その原因の解明を試
みたい。

２．先行研究

　杉本（2005）では，ベトナム人の日本語学習者の日
本語の発音に関する長音化・短音化の誤用の実態を明
らかにするために，聞き取り調査と読み上げ調査を
行った。読み上げ調査では，日本語学習歴３年７名の
調査協力者を対象として，音環境による誤用の違いを
検討した結果「長音化現象はすべての母音に確認でき
た。誤用が起きる音節は特定の音節に限らないが，音
節の位置で見ると，語頭においてはやや少なく，語末
においては長音化する傾向が強い。」と述べている。
　そして，Do（2015）で人工語彙を用いて，モーラ
数とアクセントパターンを操作して行った聞き取り調
査では，３モーラそして頭高型と中高型語彙の語中に
含まれる長音の識別が困難であることが報告され，日
本語のモーラリズムの習得が最大の難点であることが
示唆された。
　先行研究では長音化現象が起きる音環境の分析で
は，「母音」「位置」「後続音節」「前接音節」の４つの
側面から検討がなされていたが，いずれの音環境に於
いても長音化現象が起きる原因を突き止めることが
できなかった。そこで本研究は，日本語の産出とい
う側面から「母音」そしてDo（2015）で検討された

「モーラ数」「アクセント」の２つの条件を加えて，日
本語の音韻的特徴についてある程度理解しているベト
ナム人の日本語学習者を対象として調査を行い，長音

化現象が起きる原因を明らかにしたい。

３．方法

３．１．方法

　本研究では，ベトナム語を母語とする日本語学習者
の長音化現象が起きる原因を明らかにするために，初
級から中級にかけて市販の教科書から抽出した１モー
ラから３モーラの平板式（平板型），起伏式（頭高型，
中高型，尾高型）計90語彙を材料とし，環太平洋大学
経営学部現代経営学科に在学しているベトナム人の日
本語学習者10名を対象に日本語の読み上げ調査を行っ
た。

３．１．１．材料

　 本 研 究 で は，OJAD（Online Japanese Accent 
Dictionary）を利用して，日本語初級から中級レベル
の名詞語彙をアクセントパターン別に抽出した。具体
的には，平板型語彙２～３モーラ語彙それぞれ10個，
頭高型語彙２～３モーラ語彙それぞれ10個，尾高型語
彙１～３モーラ語彙それぞれ10個を抽出した。中高型
語彙は語彙内のHLのピッチ変化が含まれるため，そ
してアクセント核の母音を統一するために，アクセン
ト核が第２モーラに付与される語彙４個，４モーラ語
彙６個合わせて10個，アクセント核が第３モーラに付
与される４モーラ語彙10個とした。起伏式アクセント
語彙は，アクセント核の母音の数を統制して語彙数を
統一した（表３，参考資料）。
　以上の条件で収集した合計90個の語彙のそれぞれに
ピッチの変化を示すアクセント記号とルビを付け加え

表１．ベトナム語と日本語の音韻的特徴の相違

表２． 杉本2005の聞き取り調査及び読み上げ調査の
結果
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ベトナム語 日本語

単音 音節構造 eve （閉音節） 基本的に CV （開音節）

レベル 母音 11 5 

子音 I 有気 ・ 無気の対立 一部あり (t , th) なし

I 有声 ・ 無声の対立 一部あり (kh-g) あり

I 入破音 あり なし

末子音の無由閉鎖音の区別 対立が多い 対立がない

末子音の鼻音の区別 対立が多い 対立がない

船律 アクセント 音節の声調 ピッチアクセン ト

レベル リズム 音節リズム モーラリズム

イントネーション ほとんどなし あり

リエゾン なし なし

聞き取り
----------------
長音化／短音化

： ア •/• 

母 イ 0 /• 

ウ • /0 

音 工 •/• 

オ • /0 

位 ' ：語頭 0/0 

' ！語中 0/0 

脱 ＇：語 （句）末 0/0 

： 長音節 0 /• 

後接 撥音節 • /0 

する 促音節 X/(-) 

音節 CVV 節 x/-

' ： その他 0/0 

長音節 •/• 

前接 撥音節 •/• 

する 促音節 x /• 

音節 CVV 節 x/-

その他 0/0 

発音（読み上げ）
------------------
長音化／短音化

0/0 

0/0 

0 /• 

• /0 

0/0 

• /0 

0/0 

• /0 

0/0 

•/• 

•/( - ) 

•/ -

0/0 

• /0 

•/• 

0 /• 

0/-

0 /• 

く誤用の起きやすさ＞

◎•起きやすい

〇 起きる

△…起こりにくし ‘

X · ·· ほとんど起きない

一 該当する音哀税の語なし

(-)- --該当する音環境の語が

わずか

CVV 節••閲き取りにおいては

「連母音を含む音節」 、読

み上げにおいては「二重母

音を含む音節」



て，セミランダム順にリスト化した。更に，尾高型語
彙のHLが発音されるようにすべての語彙の後に「で
す」をつけて，発音させた。このように「語彙＋で
す」10セットをパワーポイント１枚にまとめて学生に
提示した。尚，調査語彙「金持ち」は間違った箇所に
アクセント記号を付してしまったため，分析対象から
外した。

表３．調査語彙

３．１．２．手続き

　まず，すべての調査語彙のリストを学習者に見せ
て，未習語彙の有無を確認した。次に，「実験参加同
意書および同意取得説明」及び「調査倫理に関する注
意事項」を説明してから，「実験参加同意書」を用い
て調査協力者情報を収集した。以上は全てベトナム語
の通訳者を介して行った。そして，本調査を行う前に
調査語彙以外の同条件の練習語彙10個をパワーポイン
ト１枚にして，練習を行った。練習中にアクセントパ
ターンの誤産出があった場合，その場で指導を行い，
アクセント記号に注意して発音するように教示した。
その後の本調査では，一つの語彙につき一度だけ読み
上げるよう指示して調査を行った。
　本研究では録音機器はTASCAM製DR-100MKⅢを
使用し，フォーマットWav24，サンプル192Kで録音
した。録音したファイルはQuickTime Playerで再生
し，筆者ら２名（３年以上のベトナム人学習者への日
本語指導経験を有する日本語教員）がアクセントパ
ターンの誤産出及び長音化現象が起きる箇所を判定し
た。

３．２．調査協力者

　本研究の調査協力者は，2018年10月に来日し，環太
平洋大学グローバルスタディセンターで４ヶ月間の日
本語教育を受け，2019年春に環太平洋大学経営学部現
代経営学科に入学したベトナム人留学生10名である。
　彼らは来日してから，計30時間の日本語の発音指導

を受けており，ベトナム語と日本語との音韻的特徴の
相違，日本語のリズム，アクセントに対して初歩的な
認識ができている。モーラ数そしてアクセントパター
ン通りに発音するように声をコントロールする学習意
欲が高く，普段の日本語学習でも積極的に意識して発
音するように努力している。尚，すべての調査協力者
に聴覚障害，また発音器官の病歴がないことを確認し
ている。

４．調査結果

４．１．アクセントの誤産出率

　前述した作成ミスのある語彙「かねもち」のデータ
を排除すると，収集できたデータ数は890個である。
そのうち10名の調査協力者によるアクセントの誤産出
の数が403回で全体の45.3%だったのに対し，正産出数
が487回で全体の54.7％だった（図１）。

図１．アクセント誤産出

４．１．１．モーラ別の誤産出

　モーラ数別のアクセント誤産出の結果は表４に示し
てあるように，３モーラ語彙の誤産出率が一番高く，
続いて２モーラ，４モーラとなる。１モーラ語彙の誤
産出率が５％で，正産出率が高いが，すべての語彙の
アクセントパターンが尾高型である。
　尾高型の１モーラ語彙の正産出率が高い理由とし
て，ベトナム人の日本語学習者が「〇〇＋です」で発
音する場合，「です」をLLで発音する傾向にあるから
だと考えられる。

表４．モーラ別のアクセント誤産出

4545

母靡 平板 頭高型 中高型 尾高型

a 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

l 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

u 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

e 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

゜
2 2 2 2 2 2 2 2 2 

10 10 10 10 10 10 10 10 10 
合計

20 20 20 30 

モーラ数

2 3 4 合計

5 135 195 68 403 

割合＊ 5 45. 0 55. 7 45.3 45.3 

＊モーラごとの割合である。



４．１．２．アクセントパターン別の誤産出

　アクセントパターン別のアクセントパターン誤産出
率は下記の表５に示してあるように，平板式アクセン
トパターンの誤産出率が67.5％で，続いて起伏式の中
高型50.0％，頭高型43.5％，尾高型28.7％であること
がわかった。
　平板型アクセントパターンの誤産出率が高い理由と
して，前述したように，①「です」をLLで発音する
傾向が見られたのと，②一部の語彙に関して語頭を
HHで発音する傾向が見られたからだと考えられる。

表５．アクセントパターン別の誤産出

　更にアクセント核の母音別のアクセントパターンの
誤産出に関しては，アクセント核が付与される起伏式
語彙において，その誤産出数が近似であることが窺え
る。しかし，アクセント核が付与されない平板型語彙
に関して，圧倒的に誤産出数が多いことがわかった

（表６）。

表６．母音別アクセントパターンの誤産出

４．２．長音化現象

　本研究ではベトナム語を母語とする日本語学習者の
長音化現象が起きる原因を明らかにするために，以下
の４つの側面から収集したデータを分析した。

４．２．１．母音別の長音化

　アクセント核が付与される起伏式語彙において，
確認された母音別の長音化の回数は［i］＞［o］＞

［a］＞［e］＞［u］であった。アクセント核が付与

されない平板型語彙に関して，長音化現象が多く確認
された（表７）。

表７．母音別の長音化現象

４．２．２． モーラ別の長音化とアクセントパターン別

の長音化

　次に，モーラ別の長音化現象が見られたのは，３
モーラ＞２モーラ＞１モーラ≒４モーラの順であった
（表８）。
　アクセントパターン別の長音化現象について，尾高
型語彙60.4％＞頭高型55.0％＞平板型51.5％≒中高型
50.0％という結果が確認された。

表８．アクセントパターン別の長音化現象

　更に，長音化現象が起きる箇所は圧倒的に語末モー
ラに多いことがわかった（表９）。

表９．長音化箇所

　アクセントパターンの誤産出語彙を抽出して再度長
音化現象を確認したところ，平板式語彙と起伏式語彙
は元のアクセントパターンを問わず386回（79％）の
語彙が語末のモーラに長音化現象が起きることがわ
かった（表10）。
　特に，語末モーラの長音化に関して，尾高型以外の
アクセントパターン語彙を尾高型に間違えて，語末
モーラを長音化する回数が多く（197回）確認された。
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長音化現象

a
 
e
 

。

u
 
N （平板型語彙）

合計

長音化

76 

69 

96 

81 

64 

103 

489 

起伏入

中頭尾

平板式

平 令計

合計 95 87 86 

割合(%) 50. 0 43. 5 28. 7 

135 

67. 5 

403 

45. 3 

モーラ数 中 頭 尾 平 合計

1 77 77 

2 57 58 53 168 

アクセント核の母音 -4 -3 -2 -1 0 合計 3 34 53 46 44 177 

a 5 10 35 12 62 4 61 61 

e 36 14 52 合計 95 llO 181 103 489 

7 35 5 48 割合（％） 50 55 60.4 51. 5 55 

゜
3 5 29 , 46 

u 15 33 10 60 

N （平板型語葉） 8 3 ど 91 4 135 

合計 1 9 70 259 54 403 

「 -l 」「-2」「-3」「-4」は語末から数えるモーラの順番をホす

ものである。例：「あした」の「た」は「ー1 」, 「し」は「ー2」,

「あ」は「ー3」となるし -4 _ J ゥ -2 -1 合計

合計 15 87 386 489 



表10．アクセントの誤産出に伴う長音化

４．２．３． アクセントパターンの誤産出と長音化現象

の関係

　本研究で収集された10名のベトナム人の日本語学
習者の日本語の産出データではアクセントパターン
の誤産出と長音化現象の間に有意な強い相関関係

（r = 0.79，N = 10，p < .01）が認められた。表10の
結果と関連付けてみると，アクセントパターンの誤産
出は尾高型に間違えたときに多く見られ，尾高型に間
違えて語末モーラの母音を伸ばす傾向が強いことがわ
かった。

表11．アクセント誤産出と長音化

４．３．語末長音化の正体

　図２は音声分析ソフトPraatを用いて「相手です」
の音声を可視化したものである。上から下まで各行で
は音声波形→ピッチ曲線→スペクトログラム→モーラ
→アクセント→持続時間を示してある。
　語彙部の各モーターの持続時間は「あ」＝0.089 ms， 

「い」＝0.086 ms，破裂音「て」の閉鎖時間＝0.095 ms， 
主要部＝0.162 msで発音されたことが確認できる。語
末モーラ「て」の主要部だけでも他のモーラの２倍の
持続時間に相当するため，語末の長音化が確認でき
る。
　「て」の主要部のピッチ曲線は最初は286.9Hzで発
音されたが，その後徐々に下降して「で」モーラの
218.3Hzに繋げていく形で現れるのが語末長音化の正
体であると考えられる。
　そして，破裂音「て」の閉鎖時間が長いため，促音
「っ」が挿入されたように聞こえてしまう。

５．考察

　本調査の分析結果は，杉本（2005）で見られた「長
音化については，語頭においてはやや少なく，語末に
おいては長音化する傾向が強い」という結果と一致す
るが，長音化現象が見られた割合は語彙本来のアクセ
ントパターンが尾高型＞平板型＞中高型＞頭高型の順
番で８割近くの長音化は尾高型アクセントパターンに
変えてから新しいアクセント核に起きることが新たに
わかった。そして，アクセント核が付与される尾高型
と中高型において見られた長音化現象のほとんどがア
クセント核に現れる事がわかった。
　杉本（2005）では「リズムが把握できないために長
音を挿入する」と分析されていたが，本研究の尾高型
の結果から見ると，「高」の音節の次に「低」の音節

図２．語末長音化の例「相手です」
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が続くと，学習者は「高」を徐々に伸ばしながら，音
程を下げ，「低」につなげる現象が観察された。それ
以外の部分に関しては，リズムよく発音されているこ
とがわかった。そのため，このような長音化現象が見
られる原因を特定した。

６．今後の課題

　本研究の研究結果として，アクセントパターンの誤
産出と長音化の間に有意な強い相関関係が見られた
が，分析データは無作為ランダムに選定した環太平洋
大学に在学するベトナム人学習者10名によるものだっ
たため，調査対象の人数を増やして調査を進めた場
合，異なる傾向が見られる可能性があることは否定で
きない。
　更に長音化が起きる音環境として，本研究では

「モーラ数」「アクセントパターン」「母音」の３つの
側面から分析を行ったが，今後「子音」「後続音」を
条件に加えた場合，音環境による長音化現象の起因を
より多面的に検討できると考えられる。
　最後に，本研究の参加者はベトナム全土から集まっ
た留学生で，母方言の影響については，検討できな
かった。以上の三つを今後の課題とする。

謝辞

　発音調査に協力してくれた2019年春入学の環太平洋
大学経営学部１年生のベトナム人留学生，そして調査
協力者募集と本調査の通訳とをしてくれた環太平洋大
学国際教育学科４年生のTRAN THI DIEU LINHさん
に感謝します。

参考文献

岩月純一（2005）「近代ベトナムにおける『漢字』の
問題」村田雄二郎・C. ラマール（編）『漢字圏の近
代　ことばと国家』（pp.131-147），東京大学出版会

金村久美（1999）「ベトナム語母語話者による日本語
の音調上の特徴」『ことばの科学』第12号 pp.73-91

国際交流基金（2017）（2018）「日本語教育国・地域別
情報 ベトナム」

重川明美，中村倫子（2005）　ベトナム人学習者への
発音指導の一例　日本語教育方法研究会誌　2005 
年12巻２号 pp.22-23

白石麻子（1998）ベトナム人の日本語学習者に対する
漢語の類推力を高める指導，文化外国語専門学校日
本語課程紀要12（1998-12）pp.97-122

中村則子，中川千恵子　ベトナム人学習者を対象とし
た発音クラス実践報告　日本語教育方法研究会誌　
2007年14巻１号 pp.12-13

松田真希子（2016）『ベトナム語母語話者のための日
本語教育』春風社

松見法男・費暁東・蔡鳳香（2012）「日本語漢字単語
の処理過程−中国語を母語とする中級日本語学習者
を対象とした実験的検討−」畑佐一味・畑佐由紀
子・百濟正和・清水崇文（編）『第二言語習得研究
と言語教育』第１部 論文２，pp.43-67，くろしお
出版

柳本大地（2015）「韓国語を母語とする上級日本語学
習者における日本語漢字単語の視覚的認知−韓日２
言語間の形態異同性と音韻類似性を操作した実験的
検討−」『第20回 JAISE 研究大会プログラム・要旨
集』，pp.25-26

Do Hoang Ngan（2015）「ベトナム人学習者の日本語
における長音・促音の知識に関する問題」『VNU 
Journal of Science, Foreign Languages』 31号），
pp.31-37

NHK放送文化研究所（編）（2016）『NHK日本語発音
アクセント新辞典』NHK出版

4848



4949

参考資料：調査語彙一覧．

〈〈平板即パターン》

(1) 2 モーラ単語：

N 味（あじ）です。丸（まる）です。

N 医者（いしゃ）です。道（五ち）です。

N 上（うえ）です。匡（くに）です。

N 枝（えだ）です。海老（えび）です。

N 鳥（とり）です。星（ほし）です。

《頭高型パターン》

(1) 2 モーラ単語：

a 朝（土さ）です。飯（三る）です。

支社（上しゃ）です。地図（上ず）です。

u 妻（二ま）です。限（エみ）です。

e 席（旦き）です。猫（正こ）です。

o 声（三え）です。喉（立ど）です。

《中高型パターン》

(1) 2 モーラ目がアクセントの核

a 中身（な上み）です。卵（た上ご‘）です。

億（い上おく）です。矢印（や上るし）です。

u 靴下（＜二した）です。手袋（て玉くろ）です。

e 店屋（み立や）です。建物（た二もの）です。

o 心（こ三ろ）です。玩具（お上ちゃ）です。

《尾高型パターン》

(1) l モーラ単語：

a 輪（立）です。田（t;_) です。

火（立）です。木（立）ですQ

u 酢（エ）で土無（立）です。

e 手（エ）です。根（庄）です。

o 五（二）で土尾（上）です。

(3) 3 モーラ単語：

a 仲間（なか]E_) でず。力（ちか£2_) です。

話（はな_k) です。花見（はな土）です。

u 道具（どう.'!;_)です。 4 月（しが::2) です。

e 相手（あい二）です。疲れ（つか旦）です。

o 袋（ふく _2) です。男（おと二）です。

(2) 3 モーラ単語：

間（あいだ）です。体（からだ）です，

仕事（しごと）です。着物（きもの）です。

薬（くすり）です。車（くるま）です。

英語（えいご）です。平和（へいわ）です。

掃除（そうじ）です。動画（どうが）です。

(2) 3 モーラ単語：

涙（立みだ）です。花火（且なび）です。

緑（五どり）です。知識（上しき）です。

姿 (.::tがた）です。 9 月（二がつ）です。

眼鏡（竺がね）です。景色（旦しき）です。

紅葉（上みじ）です。速度（二＜ど）です。

(2) 3 モーラ目がアクセントの核

片仮名（かた上な）です。間違い（まち工い）です。

味咽汁（みそ上る）です。楽しみ（たの上五）です。

加速度（かそ二ど）です。湖（みず二み）ですC

玉ねぎ（たま互ぎ）です。その節（その芸つ）です。

食べ物（たべ上の）です。金持ち（かね上ち）ですu

(2) 2 モーラ単語：

歌（う t;_) です。川（か12) です。

町（ま!2_) で主髪（か五）ですU

靴（＜ _::2_) です。六（ろ~)です。

店（な立）です。夢（ゆ竺）です。

物（も三）です。音（お二）です。




